
NewsPicksには、うめきた公園を中心に街全体で共創に取り組むMIDORIパートナー企業の一員として、
当社社員インタビューが掲載されました。「循環」をテーマに、展示会ブース素材や木造モジュール、
LQCアプローチ(※）によるまちづくり、災害時における仮設の有用性等、レンタルを選択するサステナ
ブルなメリットや、レンタル事業がもたらすサステナビリティの可能性について掲載いただきました。
（※「Lighter：手軽に、Quicker：素早く、Cheaper：安価に」の略。小規模な取り組みを社会の変化に対応しながら段階的に大規模なプロ
ジェクトに移行していく手法）

各種メディアにお取り上げいただきました！

日刊建設工業新聞 電動建機

※ご取材に関するご相談は下記までご連絡ください。
西尾レントオール株式会社 広報宣伝室

TEL：06-6253-0824（携帯電話：070-2321-6144） MAIL：kosen@nishio-rent.co.jp

2024年11月26日掲載

VOLVO製中型電動バックホウ「EC230 Electric」レンタル開始！

日本経済新聞

万博を契機に西尾レントオールが取り組む新たなチャレンジ
日本経済新聞「ニュース一言」で、決算発表記者会見において西尾社長が語った、建設業界を取り巻く現況や、万博
を契機とした西尾レントオールの新たなチャレンジについて記事にしていただきました。建物設備の高度化を受け
設備工事業者の存在感が高まる状況のなか、設備工事業者との関係性強化や、現場作業の負担軽減・効率化に繋がる
資材の提供等、万博工事を絶好の機会と捉えて意欲的に挑戦しています。

https://newspicks.com/news/10880260/body/

大阪・関西万博 建設業界
2024年11月29日掲載

※分析活用のため「クルクルManager」を経由してリンク先情報が表示されます

GX

建設通信新聞 「西日本高速道路ファシリティーズ 災害対応力強化へ総合訓練 デジタル技術を活用」2024年11月18日
※西尾レントオールの木造モジュール施設「咲洲モリーナ」が合同応急復旧訓練の実施会場として掲載

NISHIOの取り組み・最新情報etc

この度、西尾レントオールは、若手クリエイター・アーティストを応援する一環として、
創造性溢れる新たな自社CMの制作者を募集します。「まだ誰も見たことがない映像」を
求めて、とのタイトルにあるように今回の映像コンセプトは新規性（新奇性）とその
実行力となります。これまでの制作実績よりも、挑戦する意欲とクリエイティブな発想
を重視。制作体制が決まっていなくても、お一人の応募からでも構いません。「この企
業の魅力を、自分なりの方法で表現したい」という熱意があれば、1人での応募も歓迎
しておりますので、詳しくは二次元コードまたはURLからぜひご確認ください。

「まだ誰も見たことがない映像」を求めて 西尾レントオール×108 ART PROJECT 
   39歳以下向け「新CM制作クリエイター選考プログラム2025」への挑戦者を募集します！

テレビCM 若手支援 一般公募

https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=492

NewsPicks 仮設のチカラ サステナブル

『建物が循環する？「仮設」は元祖サステナブルな選択肢だった』

2024年12月11日掲載
まちづくり

カーボンニュートラル

当社がレンタルを開始したVOLVO製中型電動バックホウ「EC230 Electric」について、日刊建設工業新聞
にてお取り上げいただきました。本機は、土木工事等で広く使われる20tクラスの電動中型油圧ショベルで、
VOLVOの高い技術力によって非電動機に劣らぬパワーを発揮します。また電動機特有の優れた静音性と
低振動性を実現するもので、アジア初導入となります。「EC230 Electric」の現場導入を推進することで、
クリーンな現場環境の創出とゼロエミッション達成へ寄与してまいります。

https://www.nishio-rent.co.jp/news/?m=Detail&id=481

神戸新聞 加古川駅南に人工芝、ソファやテーブル滞在空間ゆったりして年末まで社会実験 2024年11月22日
※西尾レントオールは駅周辺のにぎわい創出に係わる業務を受託し、実証実験に協力する事業者として掲載
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